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Ⅰ．はじめに

　本学の基礎看護学領域において，学生は1年生前期
から2年生前期にかけて，看護に共通する基本技術を
はじめとして，療養生活を支える援助技術，健康上の
問題を有する対象の診療・治療過程に伴う援助技術と
いった基礎看護技術を学んでいる．
　学生は，基礎看護学領域での学修内容を基盤として，
3年生後期に「急性期看護学実習」「慢性期看護学実習」

「老年看護学実習」「母子看護学実習」「精神看護学実習」
「在宅看護学実習」（以下：各看護学実習）に臨むが，
2年生後期以降は講義が中心の学修内容となるため，
看護技術を実施する機会は激減する．その上，多くの
学生は日々の授業や課題，課外活動等のスケジュール
に追われており，日々の課題にとりくむことを優先す
る傾向があり，学修した基礎看護技術が定着しない状
況がある．そのため，看護技術の練習に対する優先度
は低くなり，学修した基礎看護技術が定着しない状況
である．一度修得した看護技術であっても，定期的に
看護技術を実施する機会がなければ，技術を修得した
状態を維持することは困難であり，結果として3年生

前期での健康障害を有する対象者を想定した演習にお
いて，基本的な看護技術が十分に実施できないといっ
た状況を招いている．また，そのような技術修得状況
で各看護学実習に臨むことによって，学生自身も実習
の場で看護技術を実践することに対する不安が高ま
り，ひいては各看護学実習そのものに対する不安を高
める要因となっているのではないかと推察される．
　そこで，基礎看護学領域では，学生がより主体的に
自己学修にとりくむことや，臨地実習に対する自己効
力感を高めることを目的として「基礎看護技術自己学
修会（以下：自己学修会）」を2018年前期より企画・
実施している．
　自己効力感とは行動を起こす前に個人が感じる遂行
可能感，やりたいと思っていることの実現可能性に関
する認識であり「自分にはこれだけのことができるの
だ」という主観的な判断をさす1）．先行研究によると，
看護学生の自己効力感を高めるためには，学生がペア
となって学び合う「ピア・ラーニング」を取り入れた
実習指導方法や2），講義や実習前の学習で修得した知
識や理論と，実際の援助が統合されるような経験の積
み重ねが有効であること3）が報告されている．また，
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臨地実習時に達成感を得ることによって看護に対する
自己効力感が高まり，そのことが具体的努力に結びつ
き，就職後の適応性を高める可能性があることが報告
されている4）．以上のことより，各看護学実習の前に，
学生が既修の基礎看護技術を実施する機会を持つこと
によって，実習に向けてより主体的に自己学修にとり
くむことができるのではないかと考える．
　今回，自己学修会への参加が，学生の臨地実習自己
効力感にどのような影響を与えているのか検証したの
で報告する．

Ⅱ．目的

　自己学修会への参加が，学生の臨地実習自己効力感
にどのような影響を与えているのかを明らかにし，よ
り効果的な自己学修会のあり方について検討する．

Ⅲ．方法

１．対象者
　大学の看護学科に在籍する3年生98名のうち，調査
への協力に同意が得られた学生．

２．調査時期と方法
　調査時期は2019年3月とした．調査方法は3年生の学
生が集まる機会を利用し，無記名自記式質問紙を配付
し, 集合調査を実施した．

３．調査項目
　眞鍋ら5）の開発した「看護学生の臨地実習自己効力
感尺度（16項目・6段階リッカート方式）」と，自己学
修会への参加の有無と回数，自己学修会の内容が臨地
実習で活かされたと感じた経験の有無とその内容につ
いて質問した． 

４．倫理的配慮
　対象者のプライバシー保護に努め，回答済みの質問
紙は厳重に管理すること，研究への参加は自由意思で
あり，研究協力の有無が成績評価に一切影響すること
はなく，不利益は生じないこと，回答済みの質問紙は
無記名で取扱い個人名を特定されないこと，回答済み
の質問紙の回収をもって研究協力への同意が得られた
と解釈することを研究同意書に記載し，質問紙配付時
に説明した．また質問紙は対象者自身で回収箱に入れ
ることで，対象者のプライバシーを保護した．不明な
点等があった場合いつでも問い合わせができるよう，
研究同意書に問い合わせ先を明記した．
　質問紙と同意書は別々に回収し，同意書から回答者
が特定されないことを口頭で説明した．また，学生へ

の説明は科目主担当者でない教員が実施し，強制力が
働かないよう配慮した．
　なお，本研究は畿央大学研究倫理委員会の承認を得
て実施した（受付番号H29-29）．

５．分析方法
　得られたデータは，統計ソフトSPSS Ver.23を用い
て解析した．有意水準は5%未満とした．

６．用語の定義
基礎看護技術：
　健康障害をもった対象者が安全・安楽に療養生活を
送るために必要な援助技術と，対象者の全身状態を観
察するために必要なバイタルサイン測定やフィジカル
アセスメントの基本技術を指す．
臨地実習自己効力感：
　眞鍋ら6）の先行研究を参考に，「学生が，看護職者
が行う実践の中に身を置き，看護職者の立場でケアを
行う過程において，看護実践に不可欠な援助的人間関
係の形成や専門職者としての役割や責務を果たせそう
だという気持ちや看護サービスを受ける対象者に向け
て看護行為を行う過程で，看護の方法について「実践
できそうだ」という自信を示す」ことをいう．

Ⅳ．結果

１．看護学生の臨地実習自己効力感尺度について
1）質問紙回収数
　83名の学生より回答を得た（回収率84.7%）．そのう
ち回答に欠損のなかった82名分を分析対象とした（有
効回答率83.6%）．

2）看護学生の臨地実習自己効力感尺度の因子分析の
結果について
　表1に看護学生の臨地実習自己効力感尺度の因子分
析の結果を示す．眞鍋ら6）が開発した看護学生の臨地
実習自己効力感尺度（以下：臨地実習自己効力感尺度）
は16項目からなり「かなりよくできると思う」（6点），

「できると思う」（5点），「ややできると思う」（4点），「あ
まりできないと思う」（3点），「できないと思う」（2点），

「全くできないと思う」（1点）の6段階リッカート方式
で質問している．得点は下位尺度それぞれの得点を加
算した後に項目数で除算した．
　因子分析は，先行研究と同様に最尤法・プロマック
ス回転を行った．因子数の決定に際しては固有値1以
上で固有値が大きく低減する1歩前の基準を用いた．
なお，複数の因子に.4以上の因子負荷を示した1項目
は因子所属が明瞭ではないため，削除した．それぞれ
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に先行研究と同様に「対象の理解・援助」（8項目），「友
人との関係性維持」（3項目），「指導者との関係性維持」

（4項目）と命名した．クロンバックのα係数は.90 ～ .96
であった．

3）自己学修会への参加が看護学生の臨地実習自己効
力感尺度に与える影響
　自己学修会への参加が臨地実習自己効力感尺度に与

える影響をみるために，自己学修会に参加したことが
ある学生と参加したことがない学生に分け，臨地実習
自 己 効 力 感 尺 度 の 下 位 尺 度 得 点 に つ い てMann-
WhitneyのU検定を行った．その結果，有意な差はみ
られなかったが，自己学修会に参加したことがある学
生の下位尺度平均得点は，すべての項目において，参
加したことがない学生の平均得点より高かった（表2）．

２．基礎看護技術自己学修会に参加した学生の反応
1）基礎看護技術自己学修会の概要
　2018年4月～ 6月に，3年生生98名を対象として参加
者を募り，「基礎看護技術自己学修会」を看護実習室
にて実施した．日時・内容・参加人数を表3に示す．

2）基礎看護技術自己学修会実施の流れ
　実施の約1か月前にメールで参加者を募集した．そ
の際メールで，学修会の参加の有無は成績に一切関係
しないことを説明した．学修会の時間は1回につき90
分とした． 
　学修会では，基礎看護学領域の教員4名が関わった．
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学生が主体的に技術練習を実施できるよう，教員は学
生の様子を見守る姿勢で関わり，学生の質問に応じて
アドバイスを行った．学修会のテーマは，3年生後期
の各看護学実習で実施する機会が多いと予測した基礎
看護技術を中心に，基礎看護学領域の教員で検討し選
定した．また，3回目の学修会では学修会運営に関わ
る学生を募集し，その結果3名の学生が学修会の内容
を考え，実施した．

3）自己学修会の内容が実習で活かされたと感じた経験
　今回の調査で「自己学修会に参加したことがある」

と回答した学生は43名（参加率52.4％）であった（表4）．
実際に学修会に参加した回数は「1回」と回答した学
生が23名（53.5%）ともっとも多く，4回すべて参加し
たと回答した学生は1名（2.3%）であった（表5）．
　また，自己学修会に参加した学生43名のうち，学修
会の内容が実習に活かされたと感じたと回答した学生
は40名（93.0%）であった（表6）．また，臨地実習の
どのような場面で自己学修会の内容が活かされたと感
じたのか，自由記述で回答を求めたところ28名より回
答が得られた．自由記述の内容を表7に示す．
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Ⅴ．考察

１．基礎看護技術自己学修会への参加が学生の臨床実
習自己効力感に与える影響
　自己学修会に参加したことがある学生の臨地実習自
己効力感の下位尺度平均得点は，参加したことがない
学生の下位尺度平均得点よりも高かったが，今回の調
査では統計学的に有意な差はみられなかった．自己学
修会は4回実施したものの，参加した回数が1回の学生
が23名（53.5%），2回の学生が16名（37.2%）と，参加

した学生の約9割を占めていた．参加した回数が少な
ければ，自己学修会で実施した基礎看護技術の内容も
限られている．そのような状況であっても，自己学修
会に参加した学生の臨地実習自己効力感は，参加した
ことがない学生の臨地実習自己効力感より高かった．
このことから，自己学修会に参加する回数が増え，自
己学修会で実施する基礎看護技術の内容が増えること
で，さらに臨地実習自己効力感を高めることにつなが
る可能性があると考える．
　江本8）は，自己効力感が高いほど，その課題を達成
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する率が高くなり，目標とする行動に挑戦しようと努
力する傾向があると述べている．各看護学実習前の段
階で，学生の臨地実習に対する自己効力感を高めてお
くことで，実習における課題のひとつである「対象者
に必要な看護援助を実施すること」の達成に向けて，
学生が主体的に学修にとりくむことにつながる可能性
があると考える．
　また，自己学修会に参加した学生43名のうち，学修
会の内容が実習に活かされたと感じたと回答した学生
は40名（93.0%）であった．そして，臨地実習のどの
ような場面で自己学修会の内容が活かされたと感じた
のか自由記述で回答を求めた内容からは，自己学修会
で既修の基礎看護技術を実施することで，定着してい
なかった知識や技術を再確認し，技術練習を行ったこ
とによって，臨地実習で基礎看護技術を実施すること
に対する自信へとつながった可能性があると考える．
　津田・山岸9）は，既修の基礎看護技術の実施体験は
主体的な自己評価を促し，主体的な自己評価は他者か
ら促されたものに比べて高い動機づけとなり，その後
の学修活動にもプラスの効果が期待できると述べてい
る．このことからも，学生が自己学修会に参加するこ
とによって，既修の基礎看護技術を実施する機会を持
ち，自分自身の技術の修得状況を自己評価することで，
基礎看護技術の定着をめざした主体的な学修に対する
動機づけとなる可能性があると考える．
　また，今回の調査では特に，呼吸音の聴取について
自己学修会の内容が臨地実習で活かされたという記述
が多く見られた．呼吸音の聴取は1年生で学修してい
るが，さらに病態生理について学んだ3年生の時期に，
呼吸音の聴取や副雑音について自己学修会で復習した
ことによって，より理解を深めることができ，実習で
その知識や技術を活用できたという経験につながった
のではないかと考える．
　今回の自己学修会は3年生前期に開催した．3年生前
期は，後期から開始される各看護学実習に向けて，そ
れぞれの科目で看護過程を展開する等，より専門的な
学修内容となる時期である．必然的に，課題の量が多
くなるため，学生にとっては基礎看護技術修得の優先
度が低くなり，継続して自己学修会に参加することに
は至らなかった可能性がある．本学では2年生後期よ
り座学が中心の講義内容となり，授業内で基礎看護技
術を実施する機会が減少する．そのこともふまえて， 
2年生後期より自己学修会を実施することによって，3
年生の前期まで継続して，基礎看護技術を修得できる
ような学修を支援する必要があると考える．

２．今後の基礎看護技術自己学修会における課題

　現在，自己学修会は各看護学実習を目前に控えた3
年生を対象として実施している．しかし，3年生後期
の各看護学実習を終えると，学生は新卒看護師として
就職するまでの約1年間，看護技術を実践する機会が
ほぼなくなってしまう．各看護学実習では様々な発達
段階・健康障害をもった対象者に看護技術を提供でき
ていたとしても，定期的に基礎看護技術を実施しなけ
ればその技術を修得した状態で維持することは困難で
ある． 
　吉岡ら10）は，卒業後4年目までの看護師は「早期に
現場に適応するための学習機会」を看護基礎教育に望
んでいたと報告しており，具体的には「日常生活援助
技術」や「採血・注射の技術」といった低学年で学修
した内容が挙げられていた．水戸ら11）は，看護基礎
教育卒業時の看護技術到達度として，食事援助や清
潔・衣生活援助といった日常生活行動援助に関わる看
護技術は，ひとりで実施できるレベルであることが臨
床より求められていることを明らかにしている．新卒
看護師にとって，日常生活援助技術は就職後早期から
実践する可能性が高い看護技術であり，看護基礎教育
卒業時に修得できていることが望ましいと考える．
　今後の課題として，各看護学実習を終えた4年生が
基礎看護技術を修得した状態を維持できるよう継続的
に支援を行う必要があると考える．

Ⅵ．結論

１．‌�基礎看護技術自己学修会に参加した学生の臨地実
習自己効力感は，参加していない学生の臨地実習
自己効力感より高い傾向にあることが示唆され
た．

２．‌�基礎看護技術自己学修会への参加は，既修の基礎
看護技術の修得状況に対する学生の自己評価を促
し，技術練習をすることによって，実習での基礎
看護技術の実践に対する自信につながる可能性が
ある．

　今後の課題として，2年生後期から学生が継続して
基礎看護技術の修得にとりくむことができるように支
援を行うこと，各看護学実習を終えた4年生が基礎看
護技術を修得した状態を維持できるよう継続的に支援
を行う必要がある． 
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